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|若い人に｢私の戦争体騏｣を語り伝えていきましょう！’
○今全国で｢職争体験を伝えていこう｣という活動が展開されています。本会も発足
以来6年間でく下表＞のように、47名の『私の戦争体験』を収集掲載しました。

ホームページ『は局ぎぢ九条の会」でもお読みいただけます。（敬称略）

|他｜会報他｜発行月日｜体験発表者｜ 戦争体験のタイトル｡その内容
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□『南相馬 10日間の救命医療』太田圭祐・時事通
信社￥1,700＋税 南相馬市立総合病院に赴任してい
た若き太田医師の、医療現場での壮絶な奮闘の手記。

ロ『内部被曝の真実』児玉龍彦･幻冬舎新書￥720＋税
毎週南相馬市を訪れ、献身的に除染やその指導に
尽力されている児玉東大教授の内部被曝の解説書。

口『プロメテウスの罠』朝日新聞特別報道部･学研￥1.3
00 安全神話の片棒を担いできたメディアとして
の贈罪なのか、昨年10月3日から朝日新聞に連載

中。SPEEDIや汚染地図の発表もなく放置された浪
江町や飯舘村の様子、原発事故の真相や東電・官
邸の裏面、避難民の実態などを告発する。

ロ『福島は訴える』福島県九条の会｡かもがわ出版￥1,
600 +税□『福島から伝えたいこと』福島県立高等
学校教職員組合女性部￥50O この2冊には、身近
な方々の体験や怒りがたくさん寄稿されています。

ロ『脱原発｡自然エネルギー218人詩築』若松丈太郎
編･コールサック社\3,150 218人の詩作品にも(本
会報伽196で紹介）圧倒されますが、若松さんや鈴
木比佐雄さんらの解説も大変に深い内容です。

□『闘う市長』桜井勝延､開沼博｡徳間書店￥1,300
口『放射能を背負って』山岡淳一郎蜜朝日新聞出版￥1,
700＋税 この2冊には、震災後に桜井南相馬市長
が直面した様々な苦悩が描かれています。

口『原発と憲法9条』小出裕章園遊絲社￥1,400＋税
「この国が原子力を進める意図は、要するに核兵
器を持ちたい、ということなんだと私は思ってい
ます」とズバリ一貫して原子力に反対の小出氏。

口『安斎育郎のやさしい放射能教室』安斎育郎･合同
出版￥630 安斎先生は本もお話も分かり易い。

口『3.11複合被災』外岡秀俊･岩波新書￥860＋我
被災し苦悩しつつも懸命に生きる南相馬市民を取材。

口『脱原発論』小林よしのり･小学館￥1,785

蕊
■映画『シエーナウの想い』(2008年･ﾄｲﾂ･60分）チ
ェルノブイリ事故をきっかけに、ドイツの小さな村が、
市民の力で脱原発の電力供給会社を誕生させたドキュ
メンタリー。今年1月から全国各地で草の根的に上
映されています。DVDは貸出無料です。

■映画『内部被ばくを生き抜く』鎌仲ひとみ監督作品
原発事故後も二本松市に残って幼稚園を経営する一
家と園児の苦闘の生活を追うドキュメンタリー。児玉
龍彦・鎌田寅・肥田舜太郎ら専門家が警鐘を鳴らす。

●毎週金曜日に全国で"脱原発"デモが行われ

ていますが､1ヶ月ほど前から東京の首相官邸前

には近づけず、国会議事堂周辺でのデモになり

ました｡酷暑でも普通の市民や子ども連れ､お年

寄り、全国各地からの参加も目立ち、お国誹りで

わかります。（写真撮影･事務局ﾄｸﾊｲﾝ山崎）
●22日官邸で野田首相との面会は､再稼働後に

ただ会うだけの‘‘ガス抜き"の30分でした｡でも、

国民の8割が"脱原発"で｢原発0%｣支持も最
多です。国民はもう簡単にはだまされません。

一

|＜事務局よLI >I
◆残暑お見舞い申し上げます。電力

不足との警告は原発再稼働のための

国家ぐるみの「青し」だったのか。

◆9月2日（日）、福島市の福島大学で『福島県

内九条の会交流集会』が開催されます。「基調講
演」は全国九条の会事務局長の小森陽一さんが
行い、「交流会」では県内5つの会からの報告

が行われます。本会は、全国でも事故を起こし
た原子力発電所に世界一近く､しかも活動可
能な｢九条の会｣です。平田会長が震災以来の
活動や南相馬市の状況を報告します。

回 ＜ホームページ担当より、お知らせ＞｜
『は易きち九条の会のブログ』

が新装開店、どなたでもお気軽
に投稿できるよう工夫しました。

ご意見、感想、提案など初心者
でも記入できます。『は局きち九条の会｣検

索でページが開けます。原発問題、被災
地の現地よりの特集ページ増設しました。
◆尖閣諸島や竹島問題の解決のために、いとも

簡単に「自衛隊の出動も考えている」などと閣

僚が言い始めています。紛争解決は「外交」で

行うことが鉄則で、戦争悪からまるで何も学ん

でいません。オスプレイから目をそらすための

世論操作なのか。それに、18歳以下福島県民

の医療費無料化を、野田首相は簡単に却下。□

ばっかりで福島県民を見棄てています。私は次

の金曜日も官邸前デモに行きます斧(山崎）
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